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地域の福祉課題への対応

まちづくりをめざして、今日も走る「平安ロマン号」
～地域でともに暮らす一員として、福祉施設ができること～
取り組み内容のポイント 　市街地から離れた交通の便の悪い地域での、地域の高齢者のための送迎バスの運行をきっかけと

して、住民同士、施設と住民のつながりができ、ともに地域で暮らす一員として施設もまちづくりに取り組んでいる。

京都府 社会福祉法人 宇治明星園
〒 611-0022 京都府宇治市白川鍋倉山 22 番地 10

TEL： 0774-21-6055 FAX：0774-21-7215

法人創立年
昭和 49（1974）年

法人実施事業
①経営施設数合計：17 施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
特別養護老人ホーム（短期生活入所介護含む）…２
ケアハウス…１、養護老人ホーム（短期生活入所介護含む）…１
通所介護…３、訪問介護…２、居宅介護支援事業所…３
グループホーム（1か所は短期生活入所介護含む）…２
地域包括支援センター（支所１か所含む）…２、
保育園…１

法人の理念・経営方針
・法人の設立精神
　地域に開かれた地域に根ざした地域住民に支えられた施設づく
り

・経営理念
　肩肘はらずに夢と希望をもって地域に生きる

・運営理念
①いつも主役でお客様がそこにいる
②真面目に、誠実に働き、清潔で風通しのいい明星園
③地球にやさしい明星園

取り組みの定款・事業計画上の位置づけ
①定款への記載：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

取り組みを実施している施設の概要
【施設名】：
宇治明星園白川特別養護老人ホーム（通称「白川明星園」）

【施設種別及び利用定員】：
特別養護老人ホーム　定員 50 名
ショートステイ　　　定員 20 名

活動内容
◇活動開始年：平成 21（2009）年 1月
◇活動の対象者：地元地域の高齢者
◇活動の頻度・時間
週１回（毎週火曜日）、１回あたり１時間 30 分ほど

活動実施の背景、実施にいたった理由
地元地域のイベントに施設利用者と参加させて

いただいた際に、住民より、「この地域はバスの運
行も少なく、バス停の立地も斜面にあるので、高
齢の住民は交通の便が悪くて困っている」とお話
を伺った。

当施設のある、宇治市白川区は茶園の広がる、
自然に囲まれた地域である。高齢者が多く、高齢
者世帯、一人暮らしをされている方も少なくない

（白川区の世帯数 633、総人口 885、宇治市の高
齢化率 21.7％）。市街地には車で 10 分と決して遠
くはない環境ではあるが、長い坂道をこえていか
ねばならず、公共交通機関はバスのみである。そ
のため、タクシーを利用して外出される方が多く、
往復の利用料金が経済的負担ともなり、外出の機
会が自然に減ってきている。

同じ地域にある福祉施設として、何か協力でき
ることはないかと、その後、話し合いの場をもち、

白川明星園の公用車を地域の送迎バスとして活用
できないか検討を開始した。

実施内容
住民のニーズの把握のため、送迎バスが必要な

曜日・時間帯、外出先などを調査するためのアン
ケートを地元の福祉委員の協力のもと実施した。

多くの方が買い物に困っておられた。また、交
通の要となる駅まで行ければ、外出の幅が広がる
といった声も多かった。こうしたアンケートの結
果から、送迎バスの運行日、時間を決めた。自宅
からバス停までの移動が負担となっていることも
あり、送迎バスの乗合場所を区内３か所に定め、
区内のどの方も利用しやすいように設定し、送迎
先はスーパーと駅の２か所とした。住民にとって
も施設にとっても初めての試みであったため、３
か月間を試行期間として運行を開始した。運行か
ら２か月、大きな問題もなく、実施できており、
平成 21（2009）年６月に送迎バスの運行が正式
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に開始となった。バスの名前は当初お話を伺った
イベント名から取って「平安ロマン号」となり、
毎週火曜日に運行し、お正月など連休も関係なく、
地域の足として３年間休まず運行してきている。

活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）
毎週５～６名の住民が利用され、運行を重ねて

いく中でこの毎週火曜日の送迎バスの車内がお互
い顔を合わせる機会となり、車内ではお話が弾み、
移動サロンのようになっていった。運行から半年、
地元地域との交流会を開催し、バス運行での課題
がないかを確認した。

こうした取り組みを行っていく中で、住民との
つながりができ、施設行事への参加、ボランティ
ア協力も得られるようになった。

利用者はバスの運行に合わせ、定期の受診やお
でかけの予定を組むなどご自身の生活を組みたて
ていかれるようになった。中には当初バスを利用
していたが、利用が途端になくなり、様子を伺い
にいったところ、体調不良から外出できない状態
を発見し、施設利用につながったケースもあった。
この方はデイサービスやショートステイを利用し
ていく中で次第にお元気になられ、その後再びバ
スのご利用をはじめられた。一つひとつのつなが
りが新たなつながりを生み、地域の生活をお互い
が支え合えるようになった。

今後の展開
運行開始から２年経過した平成 22（2010）年

に、法人の後援会が組織再編され、法人内の拠点
施設ごとに、明星園とともに地域の福祉をよくす

る会（以下「よくする会」）として近隣地域ととも
に福祉のまちづくりをめざす活動を始めた。バス
の運行からつながりのあった白川明星園では、白
川明星園のよくする会を 23（2011）年度に発足、
その活動で意見交換をしていく中で、白川区は喜
老会（老人クラブ）が機能しておらず、交流の機
会が欲しいという声が多くあるとのことだった。
また、白川明星園のケアハウスの入居者も市内か
ら離れた立地のため、外出の機会が少ない方も多
い現状があった。白川区とケアハウスの入居者が
ともに活動していけるようなつながりができれば
と交流会を定期的に行う取り組みが始まっている。
また、お茶畑の広がる白川の特色を活かして、茶
園でのお茶摘み体験イベント等も行うことができ
た。

当初は地元高齢者⇔施設のみのつながりであっ
たが、次第にその輪は施設利用者、職員、よくす
る会会員へと広がり、活動の幅も広くなってきて
いる。

主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費（支出） 経費概算額 主な財源（収入） 財源概算額
ガソリン代 16,000 円 0 円
＜合計＞ 16,000 円 ＜合計＞ 0 円

・取り組みに係わった職員数〔10〕名

（職種等：白川明星園内各事業所の管理職員、生活相談員、

運転職員）

・ 取り組みを実施している施設の事業規模（平成 23

（2011）年度決算の事業活動収入）〔253,828〕千円

※法人全体の事業規模（同上）〔1,374,180〕千円

地域バス　平安ロマン号 地区内斜面


